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メキ

シコの石油資源(5)

竹田英夫(鉱床部)

��潔���

1972年タバスコ州のシティオ･グランデとカクトウス油田群の発見によりサウジアラビアに四通する埋蔵量

油田の発見を契機としてレフォノレマ油日ヨ群の開発によが敢ざたされるようになってきた.

り1965年以降石油輸入国に転落したメキシコは再び輸これら油田群発見の経緯については前に〔メキシコの

出国によみカミえったばかりでなくさらにカンペチェ沖石油資源(2)〕詳しく書いたがレフォノレマ地域では1972

年以前には主に岩塩ドｰム周辺の中

第1表レフォルマｰコマルカルコｰマクスパ■ナ堆積盆地の地質層序表新統を対象に探査が行われ油井の

第四紀�現世��沖積層��

�更新世��赤色土��

�鮮新世��トゥレス･プエンテス層��

���ベレム層⑧��

��上部�サルカサル層⑧��

���エンカホナｰト層��

�中新世�中部�アマテ⑧��

���上部層⑨��

第三紀��下部�アマテ下部層⑨��

���マクスバｰナ層⑥��

�漸新世��ミソパ層⑧.��

�始新世��チナル層��

����ダ�

�暁新世��カンデラリア層��

���ロｰマス･トゥリステス礫岩�イ�

���グァヤル石灰岩⑧��

�上部��サン･フェリッペ尽(?)�ア�

���アグア･ヌエバ層�ピ�

白亜紀�中部��シエラ･マｰドレ尽⑨��

����ノレ�

���チナメカ上部尽⑨��

�下部��炭酸塩岩類�⑨�○石

���蒸発残留岩��

���ピミェンタ尽(?)⑥�塩)�

�上部����

ジュラ紀���サン･アンドレｰス尽(?)��

�中部��石灰砂岩��

�下部����

三畳紀���赤色層?��

二畳紀�����

先カンブリア紀���基盤岩類��

深度は3,000mを越えなかった.

しかしシティオ･グランデとカク

トゥスでは中生層まで堀り下げ

その深度も夫々4,197mと3,760m

に達し上部ジュラ系と白亜系中に

油母層を把握するに到ったのである.

1979年の資料によればメキシコ

南東部の原油の産出量はメキシコ全

体の78%天然ガスは70%のシェア

∵を示しているカミ未だ開発途上に

あるため公表されたデｰタｰは少

なくとくに中生層については地層

名も確定していない状態にあり読

者の期待に充分応えられないことを

あらかじめお断りしておきたい(第

1図).

なお本文の執筆に際して種々

の貴重な資料を貸して下さった石油

公団の加藤正和技術部長および本村

真澄氏に深謝の意を表する次第であ

る.

1.カンペチェ岩塩堆積盆

地(レフォルマｰカンペ

チェ沖油田地帯)

1)中生代(第1表)

(1)ジュラ系ジュラ紀中

期(?)～後期

この堆積盆地は古生代(4億2,000

万年～3億年前)の変成岩類の基盤の

上にジュラ紀中期(?)の赤色層群

出一服_申溺�
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第1図メキシコ南東部の油田分布

(L.ch.sRojos)と呼ばれる陸成層が分布するが一部に

は同時異相の浅海成堆積物もあったらしい.つまり

この事実は現在のメキシコ湾も含めてカンペチェ岩塩

堆積盆地はその大半が陸地であったと云うことである.

ジュラ紀後期に入って本格的匁海進が始まり当時の

海は太平洋側から侵入してチアパス山塊を取り囲みこ

の山塊の北西からユカタン半島の南東に入り込んだ湾を

形成しさらに北に延びてユカタン半島の西側を通り

メキシコ湾内に及ぶカンペチェ岩塩堆積盆地を形成した.

しかし堆積盆地の形成された当初は陸成層と共に

大量の蒸発残留岩一生に岩塩と硬石膏一が堆積して

おりこの起源が潮汐平担な環境の下で生じた潟成堆積

物と云われるものの詳細な生成条件は明らかではない.

メキシコ湾全域の岩塩ドｰムの分布とメキシコ湾の

模式断面図を第2,3図に示したがユカタン半島の西

側の岩塩層はさらに南東のグァテマラの方に延びていた

模様であり現在のメキシコ湾を上廻る広範な地域にわ

たり数100mの厚さに及ぶ蒸発残留岩を生成した当時

の状況は想像に絶するものがあるという他は無い.

なお岩塩層についてジュラ紀後期～白亜紀早期の

トｰドス･サントス(TodosSantos)層と呼ばれる礫岩

と赤色砂岩から成る陸成層の下位にあるものと白亜紀

中期のオｰブ階～セノマン階に生じたものとがあると云

う説もある.

(斜線部:中生層を油母層とするレフォルマ油同ヨ群)

蒸発残留岩の生成後本格的な海進によりこの堆積盆

地には海成層が堆積するが点在する露頭と石油探査の

ためのボｰリングの資料により大まかなジュラ紀後期

の古地理図カミ復元されている.それによればビｰジ

ャエルモｰサの東約100k㎜の付近に海岸線がありし

たかってユカタン半島とその西側150kmまでの海域は

未だ陸地のまま存在した.当時の海岸線は南東のグァ

テマラの方に入り込んだ湾に沿いチアパス山塊の北側

を通って北西に延びている.

このため海岸線付近の陸地には陸成層海岸線から

沖合約30k㎜までは浅海成堆積物が分布しさらに30たm

から60kmの間に炭酸塩岩類堆積盆地の中心部には厚

さ数1,000mに達する泥岩泥灰岩および石灰岩が発達

している(第4図第2表).

チアパス州の州都トゥストラ･グティエレス(Tuxtla

Guti･･r･･)の西約25kmに位置するオコソクァトラ(0cぴ

zo.u.t1｡)付近では堆積盆地の中心部に分布する半深海

成堆積物が直接チアパス山系に接しているカミこの付近

では層厚200～300mと薄くだる.泥灰岩と石灰岩から

成る堆積物申には比較的深い環境を示す微化石がみら

れそれらの時代はティトン階に属することが判明して

いるかこのような半深海成堆積物が当時の陸地に接す

ることは恐らく断層運動により生立た地溝帯が存在し

たためと推測されている.�
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第2図メキシコ湾周辺の地質構造と岩塩層分布図(暗影部)(TbeGeo1ogyofContinentalMargin1974より)

またオコソクアドラより西側では浅海成堆積物が厚2,800mに達しその上にピミエンタ層に相当する暗

欠如しておりチアパス山塊の西端に近いオァノ･カ州の色の微晶質石灰岩が乗っている.

ラ･サカテカ(L.Z.cat｡｡｡)付近では岩相上サン･アレフォルマ油田群地域における上部ジュラ系の構成岩

ンドレｰス層に類似する石灰砂岩が単斜構造を示して層類と層厚は第2表に示しだがこれらの下には陸成の赤
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第4図カンペチェ岩塩堆積盆地付近のジュラ紀後期の古地理図

色層と蒸発残留岩が分布しさらに下位に中部ジュラ系

または古生層があるものと推測されている.この他

サバンクイ(S･b･ncuy)油田から直線にして約20kmに

位置するアガベ(Agav･)1号井ではティトン階に属し

石灰岩を挟む頁岩が存在しており外洋性堆積物とみな

されている.

一方カンペチェ沖油田群ではチャック1号井で浅

海成のドロマイトと硬石膏を捕えているカミこれらは

ティトン階に属し層厚は837mと報告されている.

レフォルマ油田群地域ではアヤパ(Ay.pa)ヒラソ

ル(Gi･…1)イリデ(Iride)等の多くの油田で上部ジ

ュラ系中の油徴が重質油から成りまたカンペチェ沖で

は石油を産する暁新統の下位に必ずジュラ系を伴うこ

とからメキシコの石油地質家の一部は石油の起源を上

部ジュラ系の堆積時に求めその後の榴曲断層岩塩

ドｰムの形成等により原油は上部ジュラ系から移動し

始め第三系まで上昇する間に下位には重質油カミ残り

上位で軽質油とガスに変化したと云う見解を支持してい

る.

またレフォルマ油田群地域では蒸発残留岩のダイ

アピルにより構成されるドｰム構造が石油とガスのたま

り場と怒ることが多く上部ジュラ系の岩塩層の分布範

囲に油田の存在が限定されるとも云われている.

(2)下部白亜系白亜紀早期

白亜紀に入りカンペチェ岩塩堆積盆地は海進カミ継続

しユカタン半晶も浅海に覆われてドロマイトと硬石膏

から成る炭酸塩岩堆(C･･bon･t･B･nk)が形成された.

なおユカタン半島付近はその後鮮新世まで緩慢な沈降

と炭酸塩岩類の堆積が続いたため厚さが3,500mに

達する白亜紀から第三紀末期までの炭酸塩岩類カミ分布す

る.

この炭酸塩岩堆の西側の斜面にテｰラス相の明るい

灰色のドロマイトとドロマイト質石灰岩が堆積しだが

これらの中の割れ目を先す方解石脈中には油徴がみられ

レフォルマ油田群地域の重要な油母層の一つとなってい

る.�
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策2表

メキシコ南東部地域の上部ジュラ系

��

地区名

構成岩類

堆積環境

地層名層厚(m)

�

㈮

㌮

�

�

�

�

�

�

��

ユ1.

��

��

ユ4.

��

��

��

��

��

㈰�

チナメカ

ペロン山の南西

ウスパナｰバ河上流

ラ･サカナガ

フランシスコ･工･マデ

ｰロ

ノ'ルテペック河

プェプロ･ビェツホ

モゴニェ

エヒｰド･ラザロ･ガル

デナス

マｰルバソ1号共同2

号井

カイムバ12号井

トゥリニタリア1号井

プライアス1号井2号

井

セロ･ナンチタル6号井

12号井

シティオ･グランデ8号

井

カクトゥス4号井

ヒラソル1号井

アヤパ1号井

1コｰマス.トゥリステス

1号井

トナラバ1号井

21.イリデ1号井

22.アティトラン1号丼

23.ペトレガル2号丼

24.サウサル1号井

暗灰色石灰岩

石灰質砂質粘板岩

石灰岩頁岩砂岩

マイクライト質魚眼状暗色石灰

岩

頁岩石灰岩

石灰岩泥灰岩頁岩

マイクライト頁岩砂岩

黒色シルト岩粘板岩

暗色石灰岩

ドロマイト石灰砂岩石灰岩

(魚眼状)

石灰岩蒸発残留岩下音嗜岩塩層

暗灰色頁岩砂岩赤色層

暗褐色石灰岩ドロマイト

暗灰色頁岩石灰岩少量の砂

岩と硬石膏

暗灰色泥灰質石灰岩

微晶質淡褐色石灰岩(油徴あり)

暗灰色泥灰質石灰岩(油徴あり)

暗灰色泥灰質石灰岩(油徴あり)

暗灰色石灰岩

魚眼状黄色石灰岩白色泥灰岩

黒色頁岩チャｰト(厚さ95.5m)

岩塩を伴う赤色層(厚さ14･4m)

岩塩層(厚さ510m)

石灰岩褐色頁岩赤色砂質頁岩

赤色頁岩(厚さ73m)

黒色頁岩(厚さ39.2m)

岩塩層黒色頁岩(厚さユ0.7m)

石灰岩ドロマイト質泥岩

泥質石灰岩隠微晶質白色石灰岩

(ガス徴あり)

石灰岩ドロマイト

赤色層

半深海成

沿岸成

陸棚成

湖沼成

チ

チ

モ

ナメカ

�

ナメカ

ゴニエ

陸棚成チナメカ(?)

陸成

半深海成

浅海成

沿岸成

湖沼成

湖沼成

陸成

半深海成

モ

モ

モ

モ

ゴニ

コニ

コニ

コニ

エ

エ

�

�　

ユ,380

㈬�　

㈵　

㈷�

型70

㌰　

�

�　

ピミエンタ(?)707

��

チナメカ1,250

沿岸成チナメカ(?)

半深海成

半深海成

半深海成

半深海成

半深海成

㈴�

ピミユンタ(?)44.5

ピミエンタ(?)

㈱�

㈹�

㌵�

�　

湖沼成チナメカ742.7

(汽水型)

半深海成

半深海性

半深海成

陸成

ユ29

㈹　

チナメカ973

ピミエンタ

ドｰドス･サン?

トス

����

地表の露頭地区番号は第4図に対応)

堆積盆地の中心部には半深海成の淡緑色～灰緑色を

呈する泥質のタｰビダイト茄堆積しこの中に含まれる

微化石からネオコム階に属することが判明している.

また下部白亜系の最上部付近はややドロマイト質とな

りベントナイトを含むところもみられその一部はア

プト階のチナメカ上部層に対比されている.

下部白亜系の平均層厚は約350mであり東側の炭酸

塩岩堆に近づくにつれて薄くなる傾向がみられる･�
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(3)中部白亜系白亜紀中期

白亜紀中期には海進が最高潮に達し太平洋とメキシ

コ湾は海域が連続していた形跡が認められるがカンペ

チェ堆積盆地の南部のチアパス山塊に近い海岸線付近に

は潟性および浅海性堆積物カミ発達した.例えばサ

バンクイ油田付近ではタムピコｰミサントラ堆積盆地

のエノレ･アブラ層に対比される礁性のクリｰム色とき

には暗褐色のドロマイトを堆積し蒸発残留岩の硬石膏

を挾んでいる･したがってこの時期に生じた岩塩層

があっても不思議ではないがジュラ紀後期に比べてそ

の分布は小規模且つ局地的であろう.このドロマイト

はオｰブ階～セノマン階に属する微化石を含み部分的

には結晶質どたり割れ目カミ発達し層厚は約250mで

ある.

これら礁堆(reefbank)の北側の斜面にはときに級

化層理を示すテｰラス相のタマｰブラ層に相当する炭酸

塩岩類が堆積し北西部に行くに従い半深海成石灰岩に

移化する･この石灰岩は淡灰色～暗灰色を示し泥灰

岩と頁岩を挾み堆積環境を反映した微化石を伴ってい

る.

中部白亜系の最上部には石灰砂岩が堆積しており

その分布の北限はA･J･ヘルムｰデス(Bemudez)油田付

近にあり平均層厚は370mで北側では薄くなり西

側では半深海成層に移化する.

白亜紀中期の礁性石灰岩と石灰砂岩は油母層として重

要であり先に述べたドロマイト中には結晶の間隙に

軽質油カミ散在している.

少し余談になるが世界の石油の約60%が白亜紀のオ

ｰブ階からチュｰロン階(1億1,000万年～8,000万年前)

の地層に集中していると云われる･プレｰト･テクト

ニックス説によればパンゲア大陸の分裂により生じた

テティス海にその起源があるとされている･すなわち

この時期のテティス海は赤道を中心に緯度にして南北

30｡以内の範囲にわたり地球を帯状に取り巻いていた･

しかも当時のテティス海の海底拡大の速度は現在より

も速く周辺の陸地は比較的急激狂海進に見舞われま

たテティス海の海水温度は酸素のアイソトｰプ比から

21.Cに達したことが判明している.

このような環境の下で大量の有機物一とくにプラ

ンクトンｰの異常発生がありこれらは酉に移動した

海流や季節風の作用により運ばれてそれらの遺骸がそ

れぞれの堆積盆地に埋没した結果石油の起源となった�
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半深海成層はチャｰトのノジュｰルを伴うクリ

ｰム色の泥岩とマイクライト質岩酸塩岩から成り

半深海成の化石を豊富に伴うカミ基底部付近には

細かく破砕された泥灰質角礫岩が認められる.

これらの時代はチュｰロン階に属し層厚は140

mであり石灰質の部分には油徴が認められカ

クトゥス油田ではアグア･ヌエバ層の石灰砂岩と

石灰礫岩から原油とガスを産する.

一方浅海成層では炭酸塩岩堆を形成して連

続するが一部の地域では陸化して上部白亜系は

欠如しレフォルマ油田群地域で中部白亜系を暁

新統が直接覆うところカミありまたカンペチェ沖

では下部ジュラ系の上に暁新統カミ乗るところもあ

る.

(5)サン･フェリッペ層白亜紀後期

この地層は半深海成の灰色の泥岩と石灰岩を主

としベントナイトを含む部分は緑灰色を呈する.

これらの申には方解石脈を伴う割れ胃が発達し

ゼノン階に属する微化石を含み平均層厚は約

150mであるカミレフォルマ地域南部では厚くだ

る便向がみられる.

匿.一4.コ41冊.

(缶･"曲･1･･工曲脳･i･咽1,J舳岬1975)

第6図カクトゥス2号井シティオ･グランデ4号井の白亜系の

層序対比図

と解釈されている.

さらにその後のプレｰトの運動によりテティス海

に臨む大陸縁辺部の造山運動や大陸間の衝突の結果

いくつかの堆積盆地は激しい榴曲や断層運動を受けて石

油を逸失したが幸いにもメキシコ湾付近は西インド諸

島がプレｰトの動きをさえぎる防波提のような役割を果

したため現在まで石油は保持されたと推定されている

(第5図)｡

(4)アゲア･ヌエバ層白亜紀後期

白亜紀後期に入ると環境は一変して海進から海退に

転じたため現在のユカタン半島の西側海域一カンペ

チェ沖を含む一の炭酸塩岩堆の縁辺部は陸化して削剥

作用を受けた形跡がある.

またこの時期の堆積層は中部自亜系を不整合に覆い

堆積環境に応じて南側に浅海成堆積物北側に半深海成

堆積物が分布する.

(6)メｰンデス層白亜紀後期

メｰンデス層は上部白亜系の最よ部に位置し

やや軟質の赤褐色～緑灰色を示す泥灰岩を主とす

るカミ礁性石灰岩泥岩から成るレンズ状角礫岩

および頁岩を伴っている.

この石灰岩は通称グァヤル(Gu･y･1)石灰岩角礫岩を

ロｰマス･トゥリステス(L･m･sT･i･tes)角礫岩と呼ん

でいる.この地層の時代はマｰストリヒト階に属し

層厚は220mである(第6図).

2)第三紀

中生代末期に生じたララマイド変動により東シエ

ラ･マｰドレおよびチアパス山系は隆起しそれらの北

側にはいくつかの前陸堆積盆地が形成された.メキシ

コ南東部では先に述べたイストモ堆積盆地コマルカ

ルコ(Comalca1co)およびマクスバｰナ(Macuspana)堆

積盆地力ミカンペチェ岩塩堆積盆地の上に出現したがラ

ラマイド変動は中新世まで引き続いたため摺曲と断層

を伴う上に岩塩層のダイアピルを生じきわめて複雑た

構造を形成している(第7･8図).�
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策9図カンペチェ沖油田群の地質面図

(1)カンテラリ7(Candelaria)層暁新世～始新世早期

タバスコ州の州都ビｰジャエルモｰサ(Vi11ahermosa)

から南東約55kmに位置するマクスバｰナを中心として

分布するマクスバｰナ堆積盆地では最下底に暗灰色の

石灰質頁岩を主とするカンデラリア層カミ在り一部に石

灰岩を伴い砂岩と礫岩も挾んでいる.これらは第三

紀の海進による半深海成堆積物であり白亜紀末期のグ

アヤル石灰岩を不整合に覆いこの中に含まれる微化石

は始新世早期に属するものが多いが一部は暁新世の可

能性カミあり全層厚は1,300㎜に達する.

一方コマルカルコ堆積盆地では暁新統として緑灰

色～暗灰色の頁岩を主とし局部的に石灰質または砂質

を呈するが基底付近に挾まれる3枚の砂岩中に油徴カミ

認められる.これらの地層はチコンテペック層に対比

され平均層厚は200m前後であるがシティオ･グラ

ンデ油目ヨでは500m以上に達する.

またカンペチェ沖油田群地域ではユカタン半島の

炭酸塩岩堆の西側の暁新世に属する砂岩と頁岩の堆積性

角礫岩帯から石油とガスの産出カミみられるカミ暁新統の

層厚はチャック(Chac)1号井で160mアカル(Aka1)1

号井で865mであり変化が著しい.これらの砕屑性

堆積岩類は直接下部白亜系またはジュラ系を覆っており

原油とガスは中世層から暁新統中に移動したとみられて

いる(第9図).

(2)チナル(China1)層始新世中期～後期

マクスバｰナ堆積盆地ではこの地層は下位のカンデ

ラリア層を不整合に覆い基底にプエンテ･デ･ピエド

ラ(PuentedePiedra)と呼ばれる礫岩カミ在る.この中

の礫は主に白亜紀中期の石灰岩の円礫と角礫から成り

基質の砂岩中にはアスファルト質の黒色原油が散在して

おり礫岩層の厚さは地表で4～8mである.

プエンテ･デ･ピエドラ礫岩の上に発達する頁岩は俗

にチナル頁岩と呼ばれ石灰質頁岩から成り砂質およ

び雲母を多く含む部分があり割れ目には方解石と石膏

が晶出する.この頁岩中には微化石カミ豊富であり層

厚は通常400mから800mの範囲にあるが最も厚いと

ころは2,400mに達する.

さらにこの上に通称チナル石灰岩が乗るカミこの石

灰岩は明るい灰色を示して薄い層理が発達しており化

石は全く認められない.その層厚は200～250mであ

る.

コマノレガノレコ堆積盆地のチナル層は緑灰色の頁岩を主

とし石灰質砂質およびベントナイト質の部分か認め

られ砂岩の薄層が挾まれる.層厚は平均1,000m前後

であるがハルハ(Ja1pa)とマクルテペック(Macu1tepec)

油田では300mから1,800mまで変化する.

これらの時代は始新世中期から後期に属し岩相上こ

の時期に海退から海進に移ったと推定される.また

レフォルマ地域では砂質頁岩中に油徴カミ報告されている.

(3)リモン(Lim6n)礫岩漸新世早期

リモン礫岩はマクスバｰナ堆積盆地で局部的な分布を

示し漸新統の最下底に位置する.礫は石灰岩の円礫

を主とし基質もまた石灰質であり層厚は10㎜(十)で

ある.

(4)ミソパ(Misopa)層漸新世早期～中期

マクスバｰナ堆積盆地ではこの地層は暗青色～暗灰

色の頁岩を主とするが基底付近で雲母を多く含む砂質�
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頁岩がみられ上部では石灰質となる.岩相的にはチ

ナル頁岩に類似するがミソパ層には大型化石が豊富で

あると云う特徴から両者の肉眼的な区別が可能である｡

層厚は場所によって異なり240～840mの範囲にあるも

のが多いがビｰジャエルモｰサの北東24kmに位置す

るタムルテ(Ta血u1tξ)1号井ではミソパ層を3,094m

切ったにもかかわらず下位の始新統に達し匁かったと

云われる.しかしこれは断層による繰り返しもあり

得るので真の厚さを示すことに疑問が残されている.

一方コマルカノレコ堆積盆地ではミソパ層は緑灰色の

頁岩から成り砂岩の薄層を挟み部分的にベントナイ

ト質のところもみられ微化石を豊富に含んでいる.

この他厚さ5m弱の火山灰層が挾在され層厚は

350～850mと変化する.タバスコ州の北西部ではミ

ソパ層から少量の石油が産出したと云われている.

(5)マクスバｰナ石灰岩漸新世後期～中新世早期

この地層は礁性石灰岩を中心とし当時のマクスバｰ

ナ堆積盆地の周縁にほぼ平行な埜礁の内側には湖沼成堆

積物また外側には頁岩カミ分布する.マクスバｰナ石

灰岩はクリｰム色～灰白色を示し珊瑚藻類を伴ってお

り下部と上部では層理が発達するが中部では塊状で

ある.

層厚は220～500mであり北西側で厚さ750～1,000

㎜のエンカノレナシオｰソ(En･･ma･i6n)頁岩に移化する.

この石灰岩はマクスバｰナ堆積盆地中の重要な油母層で

ある.

(6)アマテ(Amate)層中新世早期～中期

マクスバｰナ堆積盆地ではアマテ層は下部と上部に

2分される･この中下部層は泥岩と泥灰岩から成り

チャｰトのノジュｰルを伴い上部層との境界付近に厚

さ20～30m最大80mに達する砂岩がありプルデン

シア(P.ud.nci｡)砂岩に対比される.下部層は中新世

早期の微化石を豊富に含み全層厚は750～1,500mに達

しこの中の砂岩は油母層の役割を果している.

次に上部層は層理の発達した灰色の頁岩を主とし

褐色の薄層を挾み石灰質ノジュｰルを伴う･地表で

みられる層厚は600m前後であるが場所により2,000

mを越すところもある.上部層の上位にある砂質頁岩

はマクスバｰナ堆積盆地で最も重要な油母層である.

コマルカルコ堆積盆地ではこの地層は暗灰色～暗緑

色の頁岩から成り微化石を豊富に含んでいる･部分

的に頁岩は砂質となり砂岩の薄層も挾まれるカミこれ

らから石油とガスが産出される.

両堆積盆地を通じ｡てアマテ層から石油とガスを産出

するものとしてはサンタ･アナ(SantaAna)トゥピ

ルコ(Tupi1co)メコアカン(Mecoac色n)フォルトゥｰ

ナ･ナシオナル(FortmaNaciona1)サノレラット(Sar1at)

等の油岡が挙げられシカランゴ(Xicala㎎o)とカンペ

チェ(Campeche)はガスのみを産する･

(7)エンカホナｰト(Encajonado)層中新世中期～後期

この地層もまた下部層と上部層に2分される.下部

層は固結度の低い青友色～クリｰム色の細粒珪質の砂岩

を主とし石英の小礫から成るレンズ状礫岩を伴ってお

り層厚は200～450mで海退期のデルタ堆積物と推定

されている.

また上部層は泥灰岩砂質頁岩泥質砂岩の互層か

ら成り砂岩は紅色を呈して雲母を多量に含み層厚は

500m前後である.

エンカホナｰト層はパラヘ･ソロ層に対比され局部

的には下位のアマテ層と漸移するカミ全般的には両者の

間にかなり大規模の不整合があったとされている.タ

バメコ州の北酉部ではこの地層から石油を産出した記

録がある.

(8)サルカサル(Zargaza1)層中新世後期

サルカサル層は下位のエンカホナｰト層と漸移し

暗灰色～青灰色の泥岩と頁岩から成りレンズ状砂岩と

褐炭の薄層および二次的な石膏を伴っている.しばし

ば泥灰質となり植物見魚の化石を豊富に含み平

均層厚は300mであるカミ最大600mに達するところも

ある･この地層は海浜付近の湖沼成堆積物であり時

折海水の侵入があったと推定される.

ベレム(Belem)ベノレネト(Vemet)ホセ･コロモ

(Jos6Co1omo)タムルテ(Tamu1t6)等のガス田ではこ

の地層からガスを産出しサマリア(S三maria)では石油

とガスカミ産出される.

(9)ベレｰム(Be16m)層中新世後期～鮮新世早期

ベレｰム層は下位のサルカサル層と漸移し岩相も類

似しているがこの地層の方が暗色に富み両者の肉眼

的識別は可能である､

マクスバｰナ堆積盆地ではこの地層は下部と上部に

分けられ下部層は緑褐色の綴密な泥岩から成り砂質

頁岩砂岩および褐炭を伴い化石を含むものの量的に

はサルカサル層より少なく層厚は約700mである.

次に上部層は比較的固結度の低い割れ目の発達し

た石灰質泥岩を主とし砂岩と互層する部分で斜層理が

みられ厚さO.5mの炭質頁岩と化石床を挟み層厚は�
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第10図レフォルマ油目ヨ群とカンペチェ沖油田群の構造区分概略図

平均750mであるが最も厚いところでは1,2!0mに達

する･コマルヵルコ堆積盆地ではベレｰム層は最大

層厚が650mに止まりこの地層中にはほとんど油微は

認められたいがタムルテ3号井のみベレｰム層からガ

スを産出する.

マクスノ'一ナおよびコマル

カルコ両堆積盆地の層序に

ついて説明したがカンペ

チェ沖油田群地域は公表さ

れたデｰタｰが皆無に近い

状態にありこれに触れる

ことカミできなかった.

2.メキシ=1南東部

の構造発達史

メキシコ南東部ではこ

の地帯の南西に分布チるチ

アパス山塊に古年層とそ

の時代に活動した火成岩類

の他局部的に先カンブリ

ア系が存在するが､一方北

東のユカタン半島の付け根

付近のマヤ山脈にはペン

シルバニア紀～二畳紀のブ

ラｰデン(B1aden)火山岩類

=(2億8,000年前)の露出カミ

ありまたユカタン半島で

のボｰリングによりシル

リア紀の流紋岩(4億1,000

万年前)および石炭紀の変

成岩類(6億3,000万年～2億

9,000万年前)が知られてい

る.ユカタン半島南部の

変成岩類はグァテマラ地向

斜に属すると云う見解もあ

るがこれらはアパラチア

変動の影響を受けたとみな

される.

この造山運動により基盤岩類の多くは摺曲運動を受

け三畳紀からジュラ紀中期まで陸化していた模様であ

りジュラ紀中期(?)には陸成層と一部浅海成層が堆積

した形跡がある.

(10)トゥレス･プエンテス(TresPuentes)層鮮新世

この地層は青灰色～緑灰色を呈する頁岩から成り鉄

分に富む石灰質ノジュｰルと石膏の他亜炭と泥炭を伴

う･鮮新世に属する化石を含み下位のベレｰム層と

は整合関係を示し層厚は80～250mである.

以上カンペチェ岩塩堆積盆地とその北縁に出現した

ジュラ紀後期に入って海進カミ開始されたがその初期

には現在のメキシコ湾周辺の広範な地域にわたり蒸発残

留岩の形成がみられる.その後本格的な海進により

カンペチェ岩塩堆積盆地では堆積環境を反映した浅海成

層から半深海成層が分布するカミこれらが堆積する以前

に一部では地溝帯を生ずるような断層運動があったら

しい.メキシコの石油地質家の一部はジュラ紀後期に�
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㈰

石油が生成されたと云う見解を支持しているカミまんざ

ら根拠の無い話ではなさそうである.

白亜紀早期から中期にかけて海進は継続しいわゆる

メキシコ地向斜に発展するカミこの時期には太平洋とメ

キシコ湾はつながっていたらしい.カンペチェ岩塩堆

積盆地の浅海成相の礁性石灰岩と陸棚の炭酸塩岩堆の

余ヰ面に生じたテｰラス層のドロマイトはレフォルマ油田

群地域の有力狂油母層を構成し前者はタムピコｰミサ

ントラ堆積盆地のエル･アブラ層後者はタマｰブラ層

に対比されている.

白亜紀後期に入って海進から海退に転じたため中部

白亜系と上部白亜系の間には不整合が生じたのみでなく

局地的には陸化して削剥作用を受けたため暁新統が下

部白亜系または上部ジュラ系を直接覆うところもある.

さらに白亜紀末期にはララマイド変動が生じメキ

シコ地向斜は造山運動を開始するがその時期はジャン

パニュｰ階とマｰストリヒト階の間の不整合にあるとみ

られ東シエラ･マｰドレとチアパス山系が隆起し始め

た.これによりこれらの山系の南側に接して前縁堆

積盆地が生じて第三系が堆積したがコマルカルコ堆積

盆地の第三系の最も厚いところは7,000m以上あると云

われる.

ララマイド変動は第三紀の堆積盆地の形成と平行して

続き中新世のアマテ層とエンカホナｰト層の間に生じ

た不整合でもって終るとされているがこのため堆積物

に変化と時間的間隙を数回にわたり与えたばかりでなく

摺曲と断層運動を引き起しさらにジュラ紀後期に堆積

した岩塩層のダイアピノレも形成した.

とくに断層運動はレフォルマおよびカンペチェ沖油

田群地域をブロック化して地塁帯と地溝帯に分断したた

め断層を境とする両側のブロックでは明らかに層序カミ�



違ってくると云う現象が生じている.

この場合の断層の方向は南北から北北西

一南南東を示しほぼユカタン半島の西

海岸に平行でありカンペチェ沖付近で

は階段状に西側カミ落ちている(第10図).

またこれらの油岡群地域では北西

方向の左ずれ走向移動断層が発達しこ

の断層群に隣接する地層は変形が著しく

局部的には過摺曲を生じているところも

みられる.左ずれ走向移動断層の存在

はプレｰト･テクトニックス説によるこ

の地域の解釈に矛盾しており未だ解決

すべき問題が残されている(第111213

回).

岩塩層のダイアピルによるドｰム状構

造の形成と周縁岩体の微破砕作用は石

油貯溜に最適の場を提供することになる

カミ摺曲と断層運動に加完て碁塩ドｰム

は複雑な地質構造を形成しておりレフ

ォルマ油田群とカンペチェ沖油田群の構

造的な関連性は議論の余地カミ大きく

今後の研究にまつべき点が多い.(つづく)

�

第王2図

A.J.ヘルムｰデス油

田群地区の中部白亜系

(セノマン階)の地下

等高線図(第10図参照)
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第13図シティオ･グランデ油田の地質断面図�


